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「原子力施設の耐震安全性に係る新たな科学的・技術的知見の 
継続的な収集及び評価への反映等のための取組について」の報告概要 

 
１．検討内容 
平成２１年度における国の機関等の報告、学協会等の大会報告・論文、雑
誌等の刊行物、海外情報等の公開情報を収集対象として、そのうち原子力施
設の耐震安全性に関連する可能性のある情報を選定し、原子力施設への適用
範囲・適用条件、耐震安全性評価への反映の要否等の観点から、検討・整理
を行いました。 

 
２．検討結果 
原子力事業者に共通する情報（以下、「共通情報」という。）及び女川・東
通サイト固有の情報（以下、「個別情報」という。）については、いずれも「反
映が必要な新知見情報」※１はありませんでした。 
「新知見関連情報」※２及び「参考情報」※３については、引き続き研究動向
を注視していくことを考えており、耐震安全性に係る信頼性の一層の向上に
向けた取組みを継続的に行って参ります。 

 
（１）共通情報 

分  野 
反映が必要な 
新知見情報 

新知見 
関連情報 

参考情報 

活断層 ０ ０  ３ 

地盤 ０ ０  １ 
地震・地震動 ０ １  ５ 
建物・構築物 ０ ０  ７ 

機器・配管系 ０ ０ １１ 
土木構造物 ０ ０  ２ 
津波 ０ ０  ５ 

合  計 ０ １ ３４ 
 
（２）個別情報 

発電所名 
反映が必要な 
新知見情報 

新知見 
関連情報 

参考情報 

女川原子力発電所 ０ ０ ４注１ 
東通原子力発電所 ０ ０ ２注２ 
共通（女川・東通） ０ ０ １注２ 

合  計 ０ ０ ７ 
注１ 活断層分野３件、地震・地震動分野 1件、注２ 活断層分野 

 



 
※１ 反映が必要な新知見情報 

原子力発電所の耐震安全性に係る評価の観点から直ちに反映が必要と考
えられるもの。 

 
※２ 新知見関連情報 

原子力発電所の耐震安全性に係る評価の観点から反映が必要でないもの。 
 

※３ 参考情報 
耐震安全性に係る新知見ではないが、引き続き確認が必要と判断したも
の。 
 
 

以 上 
 




